
豆田町の歴史的建造物と 
景観をどう守っていくのか 

豆田町伝建保存会 

 



豆田町伝建保存地区 
約10.7ha 

・伝統的建築物 169件 

 

・伝統的工作物  86件 

 

・環境物件     41件 

 

・地区内人口   540人 

 

・地区内世帯数 226戸 

 



 

豆田空撮写真 



豆田町伝建保存会 
 1．発  足  平成17年4月1日（同年3月29日承認） 

         発足総会は平成17年6月13日 

 2．目  的  伝建地区における歴史的町並みを貴重な  

         文化遺産として守り伝えるとともに積極的な 

         活用を図ることによって、住民意識の高揚を 

         図り、住民の手による歴史的まちづくりに広 

         く寄与すること。 

 3．構  成  正 会 員：本会の目的に賛同する豆田地区 

              振興協議会の地区内に属する18歳 

              以上の個人及び団体 

          平成２３年現在 193名 

                       



町並み保存の推進体制 

日田市町並み保存審議会 
構 成 

・地元住民等の代表者 

・学識経験者 

・行政 

行 政 
☆庁内連絡協議会 

事務局 文化財保護課 

    ・都市整備課 
観光課、企画課、財政課、
税務課、土木課など 

豆田町伝建保存会 
構 成 
・保存地区の住民 

・関係機関や商店街関係者 

・学識経験者 

・その他 

豆田地区振興協議会 
構 成 
・14自治会 

・関係機関や商店街関係者 

  

 

住 民 等 

本物の伝統を守る会 
○相談窓口の設置 
・伝建地区や景観形成地区内など 

 の修理・修景等に関する相談 

・まちづくりの支援活動 

・古建築の調査研究及び技術の継
承 

・大分県建築士会日田支部 

・大分県建築士事務所協会日田支
部など 
 

 

伝建制度や事
業に関する相
談・助言 

 

 

 

 

家屋に関する
相談・助言 

 

 

 

 修理・修景 

に対しての 

設計協議 

技術支援 

経済支援 

 

 

申請事務等 

支援協力 

答申 諮問 

支援協力 



保存会活動の基本方針 
 修理事業の推進 

 防災センター整備事業の推進 

 豆田町並み通信の発行、講演会の開催による啓発
活動事業の推進 

 三者会議による情報の共有、修理事業の効果的推
進 

 屋外広告物検討部会による広告物のガイドラインの
検討 

 全国大会・町並みゼミなどへの参加による先進的活
動の勉強 

 協賛団体・協力団体との共同行動によるインフラ事
業および観光事業の推進 



 

会員証の発行 



豆田町並み通信の発行 



 





 



 



 



 



 



修理工事経過 

伝統的建造物の修理について 

   主屋・土蔵は八割以内の限度額８００万、 

    同設計監理にかかる経費は八割以内の限度額５０万 

伝統的建造物以外の建物等の修景について 

   主屋・土蔵は六割以内の限度額４００万、 

    同設計監理にかかる経費は六割以内の限度額５０万 



設計相談会の開催実績 

伝建事業 による 修理事業 街環事業 での修景 合計 

建物 工作物 環境物件 建物 工作物 

３４件  ２件   １件 ９件  ４件 50件 

設計相談会の開催 毎年４月に２日間開催 

              17.09.01～09.02 （２５件の修理要望） 
            18.08.23～08.24 （１５件の修理要望）  
            19.08.22～08.23 （１３件の修理要望） 
            20.07.01～07.02 （１２件の修理要望） 
            21.07.01～07.02 （１１件の修理要望） 
            22.04.26～04.27  (11件の修理要望)  
            23.04.27～04.28  (５件の修理要望) 

この７年間の修理実績(但し、伝建建物修理２件は平成２４年までの二ヶ年事業) 





伝建事業における日田市の予算（単位千円） 

事業項目 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

伝建保存事業       35,537       56,142       55,358 

〃防災事業       99,116       14,000    13,700 

街環事業        0       32,817       30,849 

防災事業及び豆田町伝建保存会活動拠点となる施設。整備・改修が予定されている 
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平成１７年６月１７日 

 
 



 



 



 



２３年度事業で完成した草野家長屋
の原商店と早羅 

22.23年事業で完成した柞原家土蔵 

と水路護岸 



豆田地区の各種行事と組織概要 

豆田地区振興協議会 

豆田地区１4自治会 

豆田商店街 

（上町・みゆき通り） 

千年あかり実行委員会 

（市内各種団体） 

豆田町伝建保存会 

豆田四町祇園会 

（中城、港、下町、上町） 

 

日田市・観光協会 

豆田観光協議会 



伝建地区を取り巻く現状と課題 
高齢化率が高く、跡継ぎがいない世帯が多数存在

しこの地区の守り手をどう育てていくのか。 

 ２２０世帯の高齢化率 ４０％ 

   

 豆田第二自治会の場合(総数１５５名) 

 ０歳～１８歳  ・・ ８名    ５．２％ 

 １８歳～４０歳 ・・２９名  １８．７％  

 ４０歳～６５歳 ・・４５名  ２９．０％ 

 ６５歳以上   ・・７３名  ４７．１％  

 ４０歳台以下の跡継ぎが同居している世帯 
２０％未満 



豆田町伝建保存会の役員構成 

  自治会長   ・・６名 

  商店街会長  ・・２名 

  団体会長   ・・２名 

  各町推薦   ・・４名 

  その他    ・・１名 

   （理事・事務局１５名の内訳）   

 役員の平均年齢も６５歳を超えている。 機動的対
応が可能か  



 活性化のためのキーワード 

 地区外からの出店者との協力・共同 

  まつりへの積極的参加 

       (おひなまつり、祇園まつり、千年あかり) 

 財政的支援→祇園まつりへの協力金支出 

 役員への登用 

 

 大学との連携 

 豆田町の歴史や町おこしを研究している別府大
学、大分大学、九州大学との連携  


